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　成果の広報・公表

当 法 人 の SNS(Facebook、イ ン ス タ グ ラ ム、

LINE タイムライン ) にて当日の写真を添えて成

果などを公表しました。また、参加者には後日メー

ルなどで参加者アンケートを集計してまとめたも

のをお伝えしました。

　今後の展開

今回の課題として、1 回の講演会では「親なきあ

と」問題を全て理解し、自分の家庭に最も合う「親

なき後」の取り組み方を見つけることは難しかっ

たので、今後、より細かな名目で数回に分けたセ

ミナーを開催したいと思います。（例：「成年後見

人制度とは」「遺言を残す方法」「障がいのある子

への財産の残し方について」「今、私たちができ

ること」など）

また今回は親、きょうだい、支援者、どの立場で

も参加を可能にしましたが、それぞれの立場で悩

みや関わり方、できる事も変わってくるため、よ

り専門的に学ぶことを目的に、立場を分けたセミ

ナーの開催も行っていきたいと思います。

また今回、講師からお配り頂いた「親ごころの記

録」をより生かしていく為に、「親ごころの記録」

への記入を各家庭に委ねるのではなく、「親ごこ

ろの記録を記入する会」などの名目で、専門の講

師をお招きしながら記入を行う会を開催すること

で、より活きた親ごころの記録の作成ができるの

ではないかと考えています。

事業成果報告書（2020 年度）

社会福祉法人 豊明市社会福祉協議会
〒〒470-1116　愛知県豊明市新田町吉池 18-3  総合福祉会館内

事業成果報告書（2020 年度）

　助成事業の概要

目的：内閣府の全国調査や昨年起こった川崎市や

練馬区の事件などにより、ひきこもりが社会問題

として注目される中、ひきこもりという状態に対

してその実情が正しく理解されていない世情があ

る。

ひきこもり数が１００万人以上という現代におい

て、ひきこもり状態は日本の一般的な親子関係の

中で起こっている。ひきこもりに悩む親だけでな

く子との関わりについて、子どもの自立を願う多

くの親が考えてもらうことを目的として講演会を

開催。

日時：令和２年１２月６日（日）午後２時～午後

４時

場所：豊明市総合福祉会館　大会議室

内容：学童期から 50 歳を過ぎた子をもつすべて

の親へ　～安心できる家族関係へのプロセス～

講師：桝田智彦氏（SCS カウンセリング研究所副

代表）の著書「親から始まるひきこもり回復」に

基づき、ひきこもり状態と子どもの気持ちについ

て正しい理解が得られ、安心・安全な家庭環境を

作るために親だからこそできるひきこもり回復ま

でのプロセスについて講演

    事業の成果

心理学と臨床経験の視点から「親が主体的に取り

組む」ひきこもり回復『親育ち・親子本能療法』

について桝田智彦氏を講師に招きご講演いただい

た。親が取り組むという他にはない回復方法で、

コロナ禍であったが、予約開始前から問い合わ

せが入り、当日は定員３０名のところ３５名が

参加された。

当窓口で相談していない方も１０名程度見え、

今後つながるきっかけを得ることができた。

アンケートによると、満足が 24 名、やや満足

が 6 名、やや不満足が 1 名で不満足は 0 名であっ

たことから、参加者の方々のニーズに応えられ

た結果となった。

本講演では、心理学的観点からアイデンティティ

の形成を「自分が自分でいい」という感覚と「あ

なたでいい」と社会から思われている確信によっ

て作られていると説き、その形成の方法を具体

的に説明している。ひきこもりの根本的な問題

は「自分が自分でいい」と思えない、だからこ

そ「社会もそんな自分を受け入れないであろう」

という思いである。このアイデンティティの拡

散が「こうあるべき」という過剰なビリーフを

つくりだし、何も踏み出せない結果となってい

る。この問題に関して、親は唯一子どもにとっ

て絶対的な味方となりうる存在であり、その風

土が子どもに安心と自信を与え、将来を考える

モチベーションを引き出すものであることを、

わかりやすい例とともに説明している。

親の取り組みとして、無条件肯定を徹底するこ

と、安心・安全な風土を作り、安心してひきこ

もれる環境をつくることである。ここで、マズ

ローの欲求階層説を挙げ、一つ一つの欲求がみ

たされることにより、承認されたという感覚に

まで親の力で導くことができるとしている。

ほとんどの親は社会から責められていると感じ
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    事業の成果

心理学と臨床経験の視点から「親が主体的に取り

組む」ひきこもり回復『親育ち・親子本能療法』

について桝田智彦氏を講師に招きご講演いただい

た。親が取り組むという他にはない回復方法で、

ているため、子どもに対して叱咤激励するか、何

もしないかの 2 択を迫られていたが、そのまま子

どもを愛してよいと断言したことにより、多くの

参加者は安心したようである。

アンケート結果も、「自分の進むべき道がひらけ

た」「親のかかわりが重要であるとわかっていた

が、どう関わるかがわかりやすかった」「本人の

気持ちを受け止めていくことの大切さを再確認し

た」という感想がほとんどであった。

また、講演終了後も桝田氏に質問をと列ができる

様子であった。さらに、今までご相談に訪れなかっ

たご両親も、はばたきのチラシを皆持って帰られ

た。
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講演会のチラシを作成し、町内回覧、市内中学校

高等学校、ひきこもり関係団体等に配布。

また、市の広報と地域の生活情報誌（フリーペー

パー）に案内を掲載。

講演会の周知とともに、ひきこもり相談窓口の周

知も行うことができた。

当日参加できなかった家族については、資料をお

渡しし、相談の中で活用していく。

     今後の展開

  

この度の講演は、コロナの影響もあり、予定より

も定員を減らして開催したが、35 名の参加者の中

で 10 名もの新たな相談の兆しが見られた。

安心、安全な家庭環境へのアプローチは以前から

行っていたが、やはり講演による講師の言葉はよ

り大きな影響を与えるとともに、多くの参加者が

同じような境遇にいるということを知ることがで

きるという点で、親自身の安心につながった。

本人だけでなく、親の安心・安全がないと、親の

取り組みは実現しない。これからも個別相談だけ

ではなく、大きな講演を開催することで、大っぴ

らにしてもいいのだ、負い目に思うことではない

のだと展開していければと考える。

相談してみよう、誰かを頼ってみようと思える地

域作り、また、家族支援に関する相談員のスキル

アップも図っていきたい。
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